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辻
議
員
　
a
都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

郡
川
河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

昨
年
６
月
に
、
河
川
周
辺
住
民
の
方

を
中
心
に
し
た
、
基
本
整
備
計
画
の

公
聴
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
折
、

平
成
17
年
度
に
用
地
一
部
取
得
、
18

年
度
よ
り
事
業
着
手
と
伺
っ
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
整
備
計
画
が
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
の
か
？

s
水
道
事
業
に
つ
い
て

①
萱
瀬
ダ
ム
の
取
水
状
況
に
つ
い

て
、
大
村
市
に
お
い
て
は
、
長
崎
市

か
ら
の
強
い
要
請
に
よ
り
、
昭
和
40

年
か
ら
、
長
崎
市
へ
ダ
ム
水
の
送
水

を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
12
年
の
嵩

上
げ
工
事
の
完
成
に
よ
り
、
そ
の
後

の
取
水
の
状
況
が
、
大
村
市
・
長
崎

市
に
お
い
て
、
ど
の
様
に
変
わ
っ
た

の
か
？
又
、
分
水
協
定
の
見
直
し
内

容
は
？

②
大
村
市
内
の
地
下
水
の
採
取
状
況

に
つ
い
て
、
ダ
ム
水
の
上
水
道
利
用

に
よ
り
、
地
下
水
へ
の
依
存
が
軽
減

さ
れ
た
と
思
う
が
、
個
人
や
団
体
、

事
業
所
等
の
地
下
水
の
採
取
量
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
又
、
大
村
市

の
地
下
水
の
今
後
の
見
通
し
は
？

都
市
整
備
部
長

a
17
年
度
の
県
予
算

で
は
８
千
万
円
を
計
上
さ
れ
て
お

り
、
一
部
の
用
地
買
収
、
用
地
測
量
、

績
と
17
年
度
申
請
と
の
比
較
で
は
、

小
学
生
で
49
名
、
中
学
生
で
15
名
が

徒
歩
通
学
と
な
っ
て
い
る
。
通
学
路

の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
各
学
校
に

お
い
て
毎
年
、
学
校
職
員
と
保
護
者

か
ら
な
る
環
境
整
備
部
を
組
織
し
、

学
校
ま
で
の
幹
線
道
路
に
お
け
る
通

学
路
安
全
確
認
等
の
点
検
を
実
施
し

て
い
る
。
点
検
の
結
果
、
整
備
が
必

要
な
場
合
は
、
各
関
係
機
関
へ
の
要

望
等
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長

s
①
給
付
費
の
伸
び

と
単
価
を
現
状
で
算
定
を
す
る
と
、

月
額
５
千
円
程
度
と
見
込
ま
れ
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
制
度
改
正
で

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
利
用
を
継
続

す
る
場
合
に
は
、
住
所
を
施
設
所
在

地
に
異
動
す
る
方
法
し
か
な
い
。
た

だ
、
隣
接
す
る
自
治
体
が
そ
の
施
設

を
利
用
施
設
と
し
て
認
定
を
す
る

と
、
そ
の
自
治
体
に
住
所
を
置
く
被

保
険
者
の
利
用
も
可
能
と
な
る
。

②
利
用
意
向
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
39
名
中
17
名
が
利
用
し
た
い
と

の
答
え
だ
っ
た
。
大
村
市
の
計
画
と

し
て
、
現
在
の
放
課
後
対
策
事
業
と

同
額
の
５
０
０
円
程
度
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。

市
長

②
夏
休
み
に
間
に
合
う
よ
う
に
、

ま
ず
県
に
お
願
い
し
、
そ
し
て
国
に

決
定
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

駅
前
ア
パ
ー
ト
は
地
震
に
耐
え
う
る

の
か
。

井
堰
統
合
の
詳
細
設
計
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
井
堰
統
合
の
地
元

説
明
会
を
６
月
末
ご
ろ
で
き
な
い
か

調
整
中
で
あ
る
。

市
長

非
常
に
長
期
事
業
で
あ
る
の

で
、
も
っ
と
短
縮
で
き
な
い
か
、
今

後
県
の
方
に
さ
ら
に
要
望
し
た
い
。

水
道
事
業
管
理
者

s
①
総
事
業
費
の

48．
１
％
が
、
長
崎
市
と
大
村
市
の

負
担
で
あ
る
が
本
市
は
３
千
ｔ
増
加

分
の
９．
６
％
の
負
担
、
長
崎
市
が

38．
５
％
の
負
担
で
あ
る
。

市
長

①
昭
和
37
年
に
締
結
さ
れ
た
分

水
協
定
は
、
嵩
上
げ
が
完
成
し
た
萱

瀬
ダ
ム
か
ら
の
取
水
開
始
を
も
っ
て

効
力
を
失
っ
た
。
ま
た
、
萱
瀬
ダ
ム

の
再
開
発
に
関
す
る
協
定
に
よ
り
、

長
崎
市
は
１
万
２
千
ｔ
の
取
水
を
行

う
た
め
、
大
村
市
と
同
様
の
負
担
と

地
元
振
興
対
策
事
業
と
し
て
大
村
市

の
１
／
２
の
負
担
を
し
て
い
る
。

水
道
事
業
管
理
者

②
平
成
16
年
度
の

団
体
、
事
業
所
、
個
人
１
２
５
カ
所

か
ら
の
報
告
で
は
、
採
取
量
は
約
８

６
５
万
k
で
あ
っ
た
。
予
備
調
査
の

結
果
で
は
、
現
在
の
使
用
状
況
か
ら

す
る
と
、
今
後
10
年
後
に
枯
渇
す
る

こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
市
内

に
設
置
し
て
い
る
観
測
用
井
戸
な
ど

で
定
期
的
に
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら

の
記
録
を
も
と
に
、
地
下
水
量
の
把

握
に
努
め
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

市
立
病
院
の
再
建
に
向
け
、
事
業
管

理
者
の
現
在
の
所
信
は
。

宮
本
議
員

a
教
育
行
政
に
つ
い
て
　
　

①
公
言
し
た
16
年
度
で
周
辺
地
域
の

同
意
を
貰
っ
て
、
17
年
度
に
国
指
定

の
申
請
は
行
な
え
る
の
か
。

②
国
指
定
の
た
め
に
先
行
取
得
し
た

土
地
を
、
要
請
が
あ
っ
た
か
ら
と
し

て
何
故
近
隣
者
に
貸
与
せ
ね
ば
な
ら

な
い
の
か
何
か
瑕
疵
が
あ
る
の
か
。

③
新
幹
線
と
の
調
整
を
待
っ
て
申
請

す
る
と
言
わ
れ
る
が
、
新
幹
線
は
従

来
か
ら
変
更
は
な
い
と
い
っ
て
い

る
。
指
定
の
絶
対
条
件
で
あ
る
周
辺
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大
村
市
上
水
道
水
の
現
状
と

今
後
の
地
下
水
の
見
通
し
は

明
言
し
た
十
七
年
度
中
の

文
化
財
と
し
て
の

【
国
指
定
】
は
あ
る
の
か
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